
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２パソコンメモを有効に使おう 

―数秒の時間を無駄にしないことで仕事が進む― 

▶圧倒的な立ち上がりの速さがメモの長所 

▶メモを下のバーに入ることで、さらに早く使える 

▶メモで打った後は、ワードで清書 

 

仕事術のポイント 

1．圧倒的な立ち上がりの速さがメモの長所 

 

すぐに起動するので、イライラ

せず、忘れることもなく、思いつ

いたことを書ける。 

子どものききとりもメモで書

いている。書き方のコツとして、 

＜ ＞を使ったり、改行したり、

箇条書きで書いたりしている。 

ワードは文字が薄かったりす

ると変換をしないといけなく、少

しの手間がかかるので、思い出し

を打つには、私には適さない。 

 

 
2．メモを下のバーに入ることで、さらに早く使える 

 

 ワードよりも立ち上がりが圧倒的に早い。 

メモは１秒。ワードは、パソコンの性能によるが、３～１０秒。 

その数秒が大事で、覚えている間に、とにかく書き連ねるようにしてかく。 

 

メモをすぐに使えるようにするには、下のバーに入れるのがいい。 

こうすることですぐに使える。毎度毎度、アクセサリーから探す間にワーキングメモリ

ーを使い、折角の発想を忘れることもある。数秒が命である。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．メモで打った後は、ワードで清書 

 
メモでとりあえず、書き連ねる。そしてから、ワードに移し替える。 

ワードは、文字の大きさや色を付けられるので、やはり、伝達には有効なのである。 

 

メモでとりあえ

ず、書きまくり、文

章を９割書く。その

後に、ワードに文字

を写し、拡大した

り、色を変えたりす

る。そうすること

で、伝えやすくな

る。使い分けよう。 

  

 

 

 

こんなことに注意！ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

― 

 

 

  パソコンの性能によって時間が変わる。私は、パソコンの中を HDD から SSD に変更

した。それをするだけで、ワードの立ち上がりが１３秒も変わった。パソコンの性能を高

めるのも仕事術の一つであると思った。 

こんな方法もあります ＋時短のポイント 


